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［巻頭特集］

山梨県が目指すのは、これからの時代にふさわしい、
開かれた国際交流のかたち。山梨から世界へ、

文化、経済、教育と、あらゆる分野で
県民一人一人がつながりの担い手となる

新しい国際交流のモデル―「国際交流2.0」―が
動き始めています。

　

行
政
主
導
の
交
流
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
姉
妹
都
市
の
関
係
が
い
ま
、
県
民
一

人
一
人
が
主
役
に
な
る
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
、
山
梨
県
は「
誰
も
が

自
由
に
選
択
し
、
挑
戦
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
文

化
や
価
値
観
の
異
な
る
人
々
と
触
れ
合

い
、
学
び
合
う
国
際
交
流
は
そ
の
重
要

な
柱
の
一
つ
と
考
え
、
２
０
２
５
年
現

在
、
山
梨
県
は
世
界
各
地
の
６
都
市
と

姉
妹
友
好
関
係
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
さ
ら
に
未
来
を
見
据
え
た
取

り
組
み
と
し
て
、
従
来
の
姉
妹
都
市
関

係
の
在
り
方
を
見
直
し
、
六
つ
の「
戦

略
的
互
恵
関
係
都
市
」
を
加
え
た
、
新

た
な「
国
際
交
流
２
・
０
」
へ
と
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国際交流２.０への発展
山梨は
新たな

ステージへ

in California 

インドネシア　
ジョグジャカルタ
特別州

戦略的互恵関係都市
姉妹友好都市

ベトナム　
ラオカイ省

ブラジル　
ミナス
ジェライス州

アメリカ　
アイオワ州

ネパール

ベトナム　
クアンチ省

中国　
四川省

韓国　
忠清北道

山梨県

フランス　
ソーヌ・エ・
ロアール県

オーストリア
ニーダー
エスタライヒ州

アメリカ
カリフォルニア州

インド　
ウッタル・
プラデーシュ州

アート×国際交流を通じて
未来のリーダーを育てる

なぜ国際交流が
大切なの？Q.

A 山梨県を取り巻く
課題を解決するため

　山梨県に限らず、現在、日本は少子高齢
化の影響で国内市場の縮小や労働力不足が
問題視されています。国際交流を進めるこ
とで、成長を続ける海外巨大マーケットへ
進出できたり、県内で不足しているＩＴ人
材や介護人材を確保したりすることで、こ
れらの懸案の解決に大きな力となります。

他国が山梨県と手を
結ぼうとする理由はQ.

A
日本、そして
山梨県のノウハウや
産物を必要としているから

　日本は災害を乗り越えてきた国です。そのため、
山梨にもインフラや防災関連など、多数の技術が
蓄積されています。また、山梨県が誇る再生可能
エネルギーを利用してつくられた「グリーン水
素」を求める国も多く、県が持つ情報を提供する
ことで他国の課題も解消できる可能性があります。

 「国際交流２.０」は
これまでとどう違う？Q.

A 国際交流のバトンが
行政から県民の皆さんに
手渡されます

　文化交流や友好・親善を目的として、特定の都
市同士が結び付く姉妹都市間の交流は、これまで
行政間で行われるのが中心でした。今後はこれま
で培ってきた信頼関係を礎に、文化、経済、教育な
どの分野で民間同士の実益をもたらす交流へと発
展させていきます。
　山梨県のリソースを活用して国際的な課題の解
決に貢献することで、世界における山梨県の価値
向上を見据えています。

 

「
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
」「
他
者

を
理
解
す
る
力
」「
他
者
と
連
携
す
る
力
」
。

三
つ
の
「
人
間
力
」
を
持
つ
次
世
代
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
し
ま
す
。
県
は
、
高
校
生
と
専
門

学
校
生
、
大
学
生
の
計
８
人
を
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
に
任
命
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
派

遣
。「
学
生
ア
ー
ト
交
流　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
派
遣
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、２
０
２
５
年
11
月

に
渡
米
予
定
で
す
。全
４
日
の
行
程
で
、現

地
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
視
察
し
た
り
、学
生

と
交
流
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
はC

ool Japan 
C

enter

内
に
展
示
す
る
ア
ー
ト
を
通
じ
た

現
地
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
で
す
。「
気

候
変
動
と
持
続
可
能
性
」「
世
界
平
和
と
協

力
」「
人
種
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
」と
い

っ
た
テ
ー
マ
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
っ
た

上
で
、作
品
を
制
作
、現
地
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
通
じ
て
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
に
必

要
な
三
つ
の
力
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
ラ
グ
ナ
ビ
ー
チ

市
と
は
、２
０
２
４
年
に
文
化
交
流
な
ど

の
促
進
に
向
け
た
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。10
月
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
自
治

体
関
係
者
な
ど
を
招
く「
富
士
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」も
開
催

予
定
で
す
。サ
ミ
ッ
ト
で
は
県
産
食
材
を

活
用
し
、双
方
の
料
理
を
融
合
さ
せ
る
新

し
い
食
文
化
を
生
み
出
し
、食
を
通
じ
た

国
際
的
な
つ
な
が
り
を
育
み
ま
す
。
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India
山梨県が「面的交流」の

キープレイヤーに

若き超大国と山梨の未来がつながる

　

こ
の
構
想
は
、
山
梨
県
と
イ
ン
ド
の

一
対
一
の
関
係
で
は
な
く
、
他
県
も
巻

き
込
ん
だ「
面
的
な
交
流
」を
行
う
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
山
梨
県
が
イ
ン

ド
と
日
本
を
結
ぶ「
扉
＝
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
」と
な
り
、
他
県
や
首
都
圏
な
ど
、日

本
全
国
の
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、よ

り
広
域
で
柔
軟
な
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。例

と
し
て
、
他
の
自
治
体
か
ら「
Ｕ
Ｐ
州

に
進
出
し
た
い
団
体・企
業
が
あ
る
」「
Ｕ

Ｐ
州
の
人
材
に
興
味
が
あ
る
」
と
相
談

を
受
け
た
と
き
、
山
梨
県
が
橋
渡
し
役

と
な
り
、
Ｕ
Ｐ
州
と
の
多
様
な
つ
な
が

り
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
Ｕ
Ｐ
州
側

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
も
同
様
で
す
。

　

こ
の
構
想
を
推
し
進
め
る
べ
く
、
山

梨
県
で
は
今
後
さ
ら
に
地
方
政
府
間
協

力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
年
内
に
は

Ｕ
Ｐ
州
の
ヨ
ギ
・
ア
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
ナ
ー

ト
州
首
相
が
山
梨
県
を
訪
れ
る
予
定
で

す
。
こ
の
訪
問
を
機
に
、
人
的
・
経
済

的
な
つ
な
が
り
が
一
層
深
ま
り
、
イ
ン

ド
と
の
関
係
が
新
た
な
段
階
へ
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
民
間
交
流
も
活
発
化
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
８
月
に
は
県
内

企
業
の
経
営
者
を
中
心
に
山
梨
県
イ
ン

ド
友
好
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
、
シ
ビ

・
ジ
ョ
ー
ジ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
も
イ
ン

ド
現
地
へ
の
進
出
や
人
材
交
流
に
期
待

す
る
と
の
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

現
在
、
イ
ン
ド
は
世
界
最
多
の
人
口

を
誇
り
、
近
い
将
来
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
世

界
第
３
位
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
齢
中
央
値
は
28
歳
と
生
産
年
齢

人
口
の
割
合
が
高
く
、
中
間
所
得
層
の

急
拡
大
も
見
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
ま

さ
に〝
若
き
超
大
国
〟と
い
え
ま
す
。

　

山
梨
県
と
イ
ン
ド
の
交
流
は
２
０
２

４
年
12
月
、
山
梨
県
と
ウ
ッ
タ
ル
・
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州（
Ｕ
Ｐ
州
）
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
た
基
本
合
意
書
か
ら
本
格
化

し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｐ
州
の
人
口
は
山
梨
県

の
約
３
０
０
倍
に
相
当
す
る
約
２
・
４

億
人
に
達
し
ま
す
。
農
業
や
観
光
資
源

が
豊
富
で
、
世
界
遺
産「
タ
ー
ジ
・
マ

ハ
ル
」
や
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

聖
地
が
点
在
す
る
文
化
的
に
も
深
み
の

あ
る
地
域
で
す
。
世
界
遺
産
…
。
そ
う

で
す
、
山
梨
県
に
も「
富
士
山
」
が
あ

り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
、
県
は
Ｕ
Ｐ
州
と

相
互
に
誘
客
を
促
し
て
、
新
た
な
観
光

客
の
獲
得
も
狙
っ
て
い
ま
す
。
宗
教
聖

地
を
巡
る
観
光
プ
ラ
ン
の
展
開
や
文
化

交
流
事
業
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、
県

内
か
ら
イ
ン
ド
を
訪
れ
る
人
の
流
れ
を

生
み
出
す
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の

双
方
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
高
い
一
方

で
、
現
在
イ
ン
ド
は
十
分
な
雇
用
の
受

け
皿
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で

す
。
そ
こ
で
山
梨
県
で
は
、
技
能
実
習

生
や
高
度
人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域
の

担
い
手
不
足
解
消
に
も
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
大
学
間
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推
進
や
、「
ボ
リ
ウ
ッ
ド
」と

し
て
名
高
い
イ
ン
ド
映
画
の
県
内
へ
の

ロ
ケ
地
誘
致
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
の
課
題
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

ド
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
解
消
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
理

由
が
あ
り
ま
す
。
協
力
関
係
を
築
く
こ

と
で
、
山
梨
県
が
将
来
、信
頼
で
き
る

〝
窓
口
〟と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
巨
大
な
国

と
山
梨
県
が
継
続
的
に
関
わ
る
鍵
と
な

る
の
が「
イ
ン
ド
版 

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構

想
」で
す
。

急成長するインドの活力を山梨に
人口300倍のUP州と連携！

世界で最も人口が多く、急速に成長を続ける国、インド。
世界中の企業が熱い視線を送るこの国と、

山梨県は未来を見据えて連携を深めていきます。

　

２
０
２
５
年
８
月
、山
梨
県
で
開
催
さ
れ

た「
イ
ン
ド
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」で
、シ
ビ
・
ジ

ョ
ー
ジ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
が
基
調
講
演
を

行
い
ま
し
た
。大
使
は
講
演
後
、ふ
れ
あ
い

編
集
部
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
ま

し
た
。

Q 

基
調
講
演
で
、大
使
は
日
印
が
連
携
し

て
グ
リ
ー
ン
水
素
の
利
活
用
を
促
進
し
て

い
く
た
め
に
、Ｕ
Ｐ
州
に「
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ

・
エ
ク
セ
レ
ン
ス（
優
秀
な
人
材
を
集
め
た
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
的
と
し
た
組

織
＝
Ｃ
ｏ
Ｅ
）」の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
い

る
と
発
表
し
ま
し
た
。ど
ん
な
組
織
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

A 

具
体
化
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、実
現
す

れ
ば
、日
本
と
イ
ン
ド
が
共
同
で
Ｃ
ｏ
Ｅ
を

つ
く
っ
た
最
初
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

Q 

山
梨
に
は
、優
れ
た
農
産
物
や
ワ
イ
ン

を
生
み
出
す
技
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。今

後
の
人
材
交
流
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、大

使
は
山
梨
の
ど
ん
な
技
術
に
興
味
が
あ
り

ま
す
か
。

A 

や
は
り
水
素
関
連
技
術
で
す
。気
候
変

動
に
対
処
す
る
の
は
喫
緊
の
課
題
。そ
の
手

段
と
し
て
、グ
リ
ー
ン
水
素
は
非
常
に
大
き

な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

Q 

山
梨
県
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

A 

実
は
、駐
日
イ
ン
ド
大
使
に
着
任
後
、初

め
て
訪
れ
た
地
が
山
梨
県
で
縁
を
感
じ
ま

す
。山
梨
県
に
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
溢
れ
て
い
ま
す
。今
後
、交
流

を
さ
ら
に
深
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

イ ン ド の 特 徴

●世界最多の人口
●GDP急成長
●国全体の年齢が若い
●観光資源が豊富

「山梨のグリーン水素は
大きなステップ」

シビ・ジョージ駐日インド大使も
日印協力の強化に意欲

Interview

●●州

●●州●●州

●●州

山梨県

UP州

B県

都市圏C県

A県

UP州に
C県内企業が
進出検討

●●州に
県内企業が
進出検討

自治体連携を本県が
先導役となり推進
＝面的交流をリード

相談

相談

国際交流２.０への発展
山 梨 は 新 た な ス テ ー ジ へ

in India
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Vietnam
家族も支える新制度

フルーツと高校生がつないだ友好関係

い
興
味
を
示
し
ま
し
た
。

　

交
流
を
も
う
一
歩
先
へ
進
め
る
の
が
、

働
く
人
々
同
士
の
結
び
付
き
で
す
。
現

在
、
山
梨
県
内
に
は
4
千
人
を
超
え
る

ベ
ト
ナ
ム
人
が
在
住
し
て
お
り
、
こ
れ

は
山
梨
県
内
の
外
国
人
労
働
者
の
約
３

割
を
占
め
ま
す
。

　

県
内
で
ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
を
雇

用
し
て
い
る
企
業
か
ら
は「
日
本
語
の

勉
強
に
熱
心
で
勤
勉
」「
家
族
思
い
」と

い
っ
た
好
意
的
な
意
見
が
多
く
聞
か
れ

ま
す
。
そ
ん
な
彼
ら
の
就
労
を
支
え
る

新
た
な
制
度「
外
国
人
労
働
者
家
族
向

け
医
療
傷
害
保
険
制
度
」
が
２
０
２
４

年
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
県
内
で
働
く
ベ
ト
ナ

ム
人
が
、
母
国
に
残
る
家

族
の
医
療
を
支
え
る
た
め

の
民
間
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
提
供
・
東
京
海
上
ベ
ト

ナ
ム
）で
す
。具
体
的
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
人
従
業
員
が
支

払
っ
た
保
険
料（
５
〜
59

歳
の
家
族
の
場
合
、
１
人

当
た
り
年
額
２
万
６
千
円

程
度
）
の
４
分
の
３
以
上

を
企
業
が
助
成
し
た
場
合
、
県
が
そ
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
雇
用
企
業

へ
の
支
援
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

「
制
度
の
お
か
げ
で
、
離
れ
て
い
て
も
家

族
を
守
れ
る
」
と
県
内
で
働
く
ベ
ト
ナ

ム
人
か
ら
喜
び
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
１
月
に
は
、「
山
梨
県
ベ

ト
ナ
ム
親
善
交
流
協
会
」
が
発
足
。
協

会
に
約
50
の
企
業
・
団
体
が
参
加
し
、

民
間
企
業
や
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
山
梨
が

選
ば
れ
、
そ
の
結
果
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
つ

な
が
っ
て
い
く
─
─
山
梨
が
目
指
す

「
開か

い

の
国
」が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

た
わ
わ
に
実
っ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
の
房
を
手
に
、
そ
の
甘
さ
に
頬
を

緩
め
た
の
は
、
遠
く
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
山

梨
県
を
訪
れ
た
ク
ア
ン
チ
省（
旧
ク
ア

ン
ビ
ン
省
）の
訪
問
団
で
す
。

　

２
０
２
３
年
、
山
梨
県
は
ベ
ト
ナ
ム

中
部
に
位
置
す
る
ク
ア
ン
チ
省
と
姉
妹

友
好
県
省
を
締
結
。
翌
24
年
に
は
北
部

の
ラ
オ
カ
イ
省（
旧
イ
エ
ン
バ
イ
省
）

と
も
国
際
交
流
覚
書
を
交
わ
し
、
現
在

は
南
部
の
タ
イ
ニ
ン
省（
旧
ロ
ン
ア
ン

省
）
と
も
新
た
な
関
係
構
築
が
進
行
中

で
す
。
北
・
中
・
南
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
と
結
び
付
け
ば
、
今
後
ベ
ト
ナ
ム
と

の
交
流
が
よ
り
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
外
交
的
な
動
き
を
支
え
る

の
は
、「
農
産
物
」
と「
人
」
と
い
う
、

山
梨
ら
し
い
二
つ
の
軸
で
す
。

　

２
０
２
４
年
２
月
、
山
梨
県
内
の
高

校
生
20
人
が
ク
ア
ン
チ
省
を
訪
問
し
、

現
地
の
ヴ
ォ
ー
グ
エ
ン
ザ
ッ
プ
高
校
の

生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。
英
語
を
介
し

て
互
い
の
文
化
を
紹
介
し
合
い
、
参
加

者
の
一
人
は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
い

ま
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
」
と
話

し
ま
す
。

　

こ
の
訪
問
は
、
２
０
２
３
年
５
月
に

長
崎
幸
太
郎
知
事
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
た
際
の
合
意
が
き
っ
か
け
で
実
現
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
現
地
で
は
農
業
、

人
材
交
流
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
連

携
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
に
は
、
ク
ア
ン
チ
省
の
訪

問
団
が
甲
州
市
の
ぶ
ど
う
農
園
や
、
甲

府
市
・
米
倉
山
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
施
設「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ（
通
称
・
ネ
ス

ラ
ド
）」
を
視
察
。
ク
ア
ン
チ
省
は
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
分
野
で

風
力
発
電
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
、

余
っ
た
電
力
の
活
用
に
向
け
、
山
梨
県

が
誇
る
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
ガ
ス（
Ｐ
２
Ｇ
）

シ
ス
テ
ム（
詳
細
は
8
ペ
ー
ジ
）
に
強

フルーツや人的交流で
強まるベトナムとの結び付き

山梨県とベトナムとの関係が、大きく広がりつつあります。
農産物を通じた絆、高校生の国際交流、外国人労働者とその家族への支援──。

実りある交流の先に見えてくるのは、共に未来を築く関係です。

　

私
は
、ベ
ト
ナ
ム
と
山
梨
県
の
関
係
が
、

「
双
方
向
」・「
多
層
的
」・「
持
続
的
」な
協
力

の
段
階
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
双
方
向
」は
人
と
企
業
の
往
来
に
よ
る
学

び
・
経
済
交
流
・
文
化
交
流
を
指
し
、「
多

層
的
」は
行
政
か
ら
住
民
ま
で
幅
広
い
交

流
を
意
味
し
、「
持
続
的
」は
信
頼
と
利
益

共
有
に
基
づ
く
長
期
的
発
展
を
目
指
す
こ

と
で
す
。

　

現
在
、山
梨
県
に
は
約
４
６
０
０
人
の

ベ
ト
ナ
ム
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、こ
れ
は
県

内
最
大
の
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、

両
国
の
友
好
の
生
き
た
架
け
橋
で
す
。私

は
、常
に
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

関
心
と
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

山
梨
県
の
行
政
と
県
民
の
皆
様
に
、心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ベ ト ナ ム の 特 徴

●安定的な経済成長
●豊富な若年労働者
●50年以上の日本との外交関係
●豊かな食文化

国際交流２.０への発展

ファム・クアン・ヒエウ
駐日ベトナム大使からの

メッセージ

Message

ベトナム向けにFacebookで
県産フルーツの情報発信中

長崎知事らベトナム訪問団は、現地の果実店でも
歓迎された

山 梨 は 新 た な ス テ ー ジ へ

in Vietnam
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Fuji Hydrogen Summit
気候変動、エネルギー危機、大気汚染──。

いま、私たちの暮らしはさまざま課題に直面しています。
その中で、脱炭素社会の切り札として注目を集めているのが水素。

山梨県は日本を代表する水素先進地として、
世界にも目を向けています。

水素社会の実現に向けて
山梨県から世界に発信！ 

Ｇ
シ
ス
テ
ム
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
も
、
山
梨
県
の
技
術

者
が
ク
ア
ン
チ
省
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
な
ど
と
も

グ
リ
ー
ン
水
素
を
巡
る
連
携
促
進
に
向

け
て
、
活
発
な
や
り
と
り
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
は
、
ク
リ
ー
ン
な
水
素
の
製
造

や
利
活
用
に
取
り
組
む
団
体「
Ｒ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ｓ 

１
０
０
」※
２
や
、
世

界
最
大
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
施
設
を

持
つ
企
業「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
２
」※
３
と
の
間
で

協
力
関
係
の
合
意
に
至
っ
て
お
り
、
世

界
各
地
で「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
」
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
士
山
の
麓
か
ら

始
ま
る
未
来

　

山
梨
県
は
２
０
２
２
年
、
富
士
山
の

麓
に
広
が
る
富
士
五
湖
地
域
を
、
新
た

な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
自
然
首
都
圏
へ

と
発
展
さ
せ
る
協
働
組
織
体「
富
士
五

湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は「
グ

リ
ー
ン
水
素
に
よ
る
持
続
可
能
な
経
済

の
確
立
」「
社
会
起
業
家
と
の
連
携
に

よ
る
先
進
的
な
行
政
の
確
立
」「
若
い

世
代
と
ア
ー
ト
に
よ
る
活
力
の
あ
る
社

会
の
実
現
」
と
い
う
三
つ
の
軸
で
、
海

外
の
自
治
体
・
企
業
と
国
際
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
で
は
こ
の
枠
組
み
を
単
な
る

地
方
創
生
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
新
た
な

価
値
を
つ
く
る「
社
会
実
験
を
す
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
と
定
義
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
学
生

ア
ー
ト
交
流 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
派
遣

事
業
」（
3
ペ
ー
ジ
）も
そ
の
一
例
で
す
。

　

２
０
２
６
年
３
月
に
は
、
グ
リ
ー
ン

水
素
社
会
の
実
現
を
一
層
加
速
す
る
た

め「
富
士
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
２
０
２
６
」（
国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト
）

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
に

当
た
っ
て
、
山
梨
県
は
大
き
く
分
け
て

次
の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

❶
グ
リ
ー
ン
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

促
進
に
よ
っ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る

❷
グ
リ
ー
ン
水
素
先
進
地
で
あ
る
山
梨

県
が
、
水
素
の
社
会
実
装
に
向
け
て
国

際
的
に
議
論
す
る
場
を
設
け
て
水
素
革

米倉山でグリーン水素を製造するP2Gシステム

国際交流２.０への発展
山 梨 は 新 た な ス テ ー ジ へ

命
を
リ
ー
ド
す
る

❸
具
体
的
か
つ
未
来
志
向
の
テ
ー
マ
を

も
と
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
国

と
の
交
流
を
図
る

　

当
日
は
、
世
界
の
水
素
戦
略
を
担
う

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
最
新
の
技
術

や
知
見
を
共
有
す
る
ほ
か
、
各
国
が
水

素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
協
働
す
る

「
共
同
宣
言
」の
発
出
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は「
山

梨
県
の
グ
リ
ー
ン
水
素
の
利
活
用
事
例

を
ぜ
ひ
シ
ェ
ア
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
県
民
一
人
一
人
が
主
役
に
な

る「
国
際
交
流
２
・
０
」
の
新
た
な
挑

戦
を
始
め
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の『
山
梨
県
』
の
未

来
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

※1再生可能エネルギーを使い、製造
過程でCO2を一切出さずに造られた
水素のこと。究極のクリーンエネルギ
ーといわれています。
※2 Renewables 100 アメリカで水
素エネルギーの普及を推進する官民合
同組織「ARCHES」（再生可能クリー
ン水素エネルギーシステム連合）の中
核組織。2007年設立。
※3 SGH2 カリフォルニア州ランカ
スター市と連携し、年3,800トンのグ
リーン水素を製造。

各国で高まる山梨グリーン水素への関心

2026.3
開催予定！

富士
ハイドロジェン・サミット

２０２６
山梨県のグリーン水素戦略と

多様な官民プロジェクト、世界的な広がりを
幅広く周知することにより、グリーン水素分野で

国際社会をけん引

山梨県の強み

● 地域の再エネ電力でグリーン水素を製造
・貯蔵・活用する最先端の脱炭素技術

● 2021年から４年以上にわたりグリーン水
素を製造・供給

やまなしモデル
P2Gシステム

1

● 世界トップクラスの水素サプライチェーン
がサントリー白州工場を中心に誕生

グリーン水素の
社会実装が進展

2

ベトナム
クアンチ省

省訪問団による複数回の
県内水素関連施設の視察

（2023年、2024年）

韓国
忠清北道

国際水素サミットへの参加意
向、技術者交流についての前
向きな検討（2025年）

インド
ウッタル・

プラデーシュ州
首相秘書官、首相顧問等の県内
水素関連施設視察（2025年）

オーストリア
ニーダーエスタライヒ州

グリーン水素活用に係る覚書
締結（2025年）

世
界
が
注
目
す
る

「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
」

　

２
０
１
８
年
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
水
素
を
製
造
す
る
パ
ワ
ー
・
ツ

ー
・
ガ
ス（
Ｐ
２
Ｇ
）
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
始
め
た
山
梨
県
。
21
年
６
月
に
は

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
製
造
し
た
グ
リ
ー
ン

水
素
※
１
の
本
格
的
な
供
給
を
国
内
で

初
め
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
山
梨

産
水
素
は
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
の
グ
リ
ー
ン
水
素
に
対
す
る

熱
視
線
は
海
外
か
ら
も
向
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
か
ら
交
流
が
始
ま

っ
た
イ
ン
ド
は
、
大
気
汚
染
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
る
た
め
、
山
梨
県
の
Ｐ
２

［問い合わせ先］国際戦略・自然首都圏推進課 TEL 055-223-1435  FAX 055-223-1320

ブラジル
ミナスジェライス州

具体的な水素連携促進に
向けた新たな覚書締結合
意（2025年）
グリーン水素活用に係る
覚書締結（2023年）
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 来年３月をめどに国際水素サミットを開催する山梨県。
足下の国内では、県が開発した水素関連技術が次々と活用されています。 

カーボンニュートラルのトップランナーとして、
前進を続けています。

やまなしの水素関連技術、
国内で活用進む　 

杜市にあるサントリー天然水 南ア

ルプス白州工場。約82万㎡の広大

な敷地の一角に、画期的な設備が誕生しよ

うとしています＊。

　県が民間企業と共同で開発した「やまな
しモデル P2G システム」は、再生可能エネ
ルギー由来の電力で水素を作る装置です。

サントリー工場隣接地に設置したこのシス

テムから、サントリーへ水素を供給します。

稼働すれば国内最大級のグリーン水素製造
拠点になります。

　P2G システムで製造された水素は、配管

により工場内に送られ、ボイラー燃料とな

ります。ボイラーで熱せられた高温の蒸気

がサントリー天然水の殺菌過程などの熱源

として利用されます。

　まだまだコスト面の課題が残る水素の製

造。それでもサントリーが導入に踏み切っ

たのは、「グリーン水素」の環境価値がある

からです。サントリーが掲げる企業活動の

目的は、「人と自然と響きあい、豊かな生活

文化を創造し、『人間の生命 ( いのち ) の輝

き』をめざす」こと。さまざまな環境保全活

動に取り組んできたサントリーにとって、

工場で CO₂削減につながるグリーン水素を

使うことは大きな意義があるといいます。

国
内
最
大
級
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
拠
点

グ
リ
ー
ン
水
素
の

環
境
価
値
に

期
待
大
！

北

ントリーは、製造したグリーン水素

を工場内で使うだけではなく、県内

外にも供給する計画を立てています。

　具体的には、ガス商社の株式会社巴商会

（東京都大田区）と連動し、県内でのグリー

ン水素地産地消モデルの構築と、隣接する

東京都への出荷計画を立てています。

　その実験の過程で目指すのは、水素の「荷

物化」。

　通常、水素は専用のトレーラーで運ばれ

ます。決まった場所に決まった量を輸送す

るには適しているものの、交通上の規制も

あり必要な時にすぐに届けるのは難しいと

いう課題がありました。

　そこで、水素の需要拡大を見据えてサン

トリーと巴商会が開発中なのが、新しい高

圧水素ガス運搬機器です。長さ3メートル
ほどで円柱状のガス専用容器を数本まとめ
て「カードル」と呼ばれる集合容器に固 
定。荷下ろし作業の効率を上げて、水素を

「荷物」として白州から各地に送り出す計画
です。

　甲府市の米倉山からグリーン水素を出荷

する際も「カードル」を使っていますが、開

発中のものは、より高圧力で運べるため、

一度の運搬でたくさんの水素を供給できま

す。「カードル」は多くの方に親しまれるデ

ザインを模索しているそうです。おしゃれ

なデザインの容器で水素が運ばれていく様

子が見られる日も遠くないでしょう。

水
素
を「
荷
物
化
」し
て
各
地
へ
供
給

サ

組み立て中の
水電解装置

国内最大級の水素製造拠点の外観

米倉山で製造されているグリーン水素を運
搬する現行の「カードル」。サントリーは新
たなデザインのカードルを模索中だ。

P2G
システム
（水素製造）

水素
パイプ
ライン

（水素ボイラ）
天然水工場

水 素 利 用

蒸溜所

H
ydrogen project in YA

M
A

N
A

SH
I

［
第
2
特
集
］

ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
要
拡
大
を

見
据
え
て

＊新エネルギー・産業技術総合開発
機構（NEDO）の助成事業
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［
第
2
特
集
］

H
ydrogen project in YA

M
A

N
A

SH
I

CC 上島珈琲株式会社（兵庫県神戸

市）は、水素を熱源とする大型焙煎

機をレギュラーコーヒー製造の主力工場

「UCC 富士工場（静岡県富士市）」に導入し

ました。使われているグリーン水素は、県
の米倉山電力貯蔵技術研究サイトにある
P2G システムで製造されています。UCC

が指針とする「2040年までにカーボンニュ

ートラルの実現」に向けた取り組みの一つ

だそうです。

 コーヒーの焙煎プロセスの熱源には一般

的に天然ガスが使用されていますが、UCC

は燃焼時に二酸化炭素を排出しない水素を

熱源とする焙煎機と水素バーナーの開発・

実装を進めてきました。水素だと温度の幅
が広がり、味に独自の特徴があるそうです。

UCC では従来の熱源との味覚差も研究中

です。

グ
リ
ー
ン
水
素
で
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎

U

「水素社会」年表
2018.3　
「やまなし水素エネルギー
社会実現ロードマップ」を策定
2020.10
国が「2050年カーボン
ニュートラル宣言」
2023.3
「山梨県地球温暖化
対策実行計画」を改定
2023.5
GX 推進法が成立
2024.5
水素社会推進法が成立
2025
山梨県が「やまなし水素社会
実現戦略」の策定に着手

あ
る
べ
き「
水
素
社
会
」と
は
? 

国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
へ

が来年開催する国際水素サミットの

大きな狙いは、水素を巡る国際的な

ルールメイキングをすることです。県は、「世

界基準」で水素関連施策を推進していきま

す。そうしたゴールを設定し、「水素社会

実現戦略」の策定に着手しました。

　戦略の策定に当たって、大切なのは基礎

的な調査です。県内企業が水素関連の分野

にどのような興味を示しているか、参入の

見通しはどうなのかなどを探ります。甲府

市の米倉山にある「次世代エネルギーシス

テム研究開発ビレッジ ( 通称・ネスラド )」

には水素・燃料電池関連の企業が集積して

いますが、この裾野を広げていくための知

見を調査・分析によって蓄積します。

　さらに、P2G システムを国内外に展開し

ていくための課題や可能性も調べていきま

す。先進的な水素の活用事例を集めて、そ

こに P2G を展開する余地があるのかも見

極めていきます。今年度中に調査を終えて、

有識者らの意見を聞きながら、最終的に「戦

略」を取りまとめる予定です。

県

県産水素で焙煎した
UCCコーヒーのライ
ンナップ

（UCC上島珈琲提供）

UCC富士工場内にある大型水素焙煎機
（UCC上島珈琲提供）

山
梨
県
産
水
素
を

コ
ー
ヒ
ー
製
造
に

活
用
!

暮
ら
し
の
中
に

水
素
が
広
が
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
!

こうして作る! 
や まなし 水 素 社 会 実 現 戦 略

従
来
熱
源
よ
り

焙
煎
時
の

温
度
調
整
幅
が

広
い
か
ら

多
彩
な
味
わ
い
に

1

まずは
状況調査

県内企業の水素・燃料電池関連分野に
おける事業の状況（売上、雇用者数等）、
燃料電池、水素ボイラ、ＦＣＶ等の導
入計画などに関するアンケートやヒア
リングを実施する予定です。

2

水素・燃料電池
関連産業の

市場見通しは?
水素・燃料電池に関連する製品・サー
ビス別の最新の市場動向・将来見通し
を調べて分析します。県は「やまなし 
モデルP2G」の海外展開にも積極的に
取り組んでいるので、国外市場も調査
の対象です。

製品・サービスの例
⃝モビリティ（乗用車、トラック、フォークリ

フト等）、定置用燃料電池、水素ボイラ、
水素バーナー、水電解装置など

⃝製品の量産に係る製造装置、分析装置、
検査装置など

⃝水素インフラにかかわる土木・建築・
配管工事、メンテナンスなど

3

戦略素案と
ロードマップ

調査分析に基づいて戦略の素案を作成
します。来るべき水素社会の姿を具体
的に表し、県民生活におけるさまざま
な利活用のあり方も見据えて2050年ま
でのロードマップを作成します。

県の水素キャラクター
「水素のスイチョ」
©YAMANASHI/nakanogumi

［問い合わせ先］（P2G）新エネルギーシステム推進課 TEL 055-234-5268 FAX 055-267-5318
　　　　　　　（水素社会実現戦略）地域エネルギー推進課 TEL 055-223-1846 FAX 055-223-1320 

水素焙煎は高温～
低温の調整幅が既
存熱源より広いの
で、水素ならでは
の味を創り出せる

UCCの 水 素 焙
煎コーヒーを防
災新館１階のま
るごとやまなし
館で提供中

天然ガスの焙煎

水素焙煎
焙煎プロファイル

炒
豆
の
温
度

焙煎時間 UCC上島珈琲のHPから作成
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子
ど
も
の
数
が
減
り
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
数
は
増
加
の
一
途
で
す
。

県
は「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」こ
と
を
目
指
し
て

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
学
び
を
保
証
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

不登校などで
悩んだ際の
相談窓口は、
表のとおりです。

　

令
和
5
年
度
、
山
梨
県
内
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
7
8
8

人
、
中
学
校
1
4
0
1
人
、
高
等
学

校
1
3
8
人
の
計
2
3
2
7
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
不
登
校
の
原
因
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
児
童
生
徒
に
学

習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
揺
る
が

せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
か
ら
、
県
と
し
て
初
め
て

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
へ
の
助
成
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

生
活
困
窮
家
庭（
就
学
援
助
や
生
活

保
護
受
給
世
帯
）
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
利
用
料
を
県
と
市
町
村
が
補
助
す

る
も
の
で
す
。

　

県
の
補
助
上
限
は
1
人
当
た
り
月

額
1
万
5
0
0
0
円
で
、
市
町
村
の

補
助
が
上
乗
せ
さ
れ
る
の
で
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
大
幅
に
軽
減
で
き

ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
不
登
校
に
よ
っ

て
保
護
者
が
仕
事
を
辞
め
た
り
転
職

し
た
り
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と

を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
側
面
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
の

機
関
と
も
つ
な
が
り
を
持
て
な
い
ま

ま
家
に
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
、
義
務
教
育
段
階
で
何
ら
か
の
学

び
の
場
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
ま

す
。 

学
び
を
保
証
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る

空
間
を

新
た
に
始
ま
っ
た

主
要
支
援
策

「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
支
援
策
展
開
中
！お気軽に

ご相談ください

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

利
用
助
成
事
業
で

経
済
的
負
担
を
軽
減

　

県
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

で
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）を
活

用
し
た
課
題
解
決
型
学
習
を
試
行
的

に
実
施
す
る
調
査
事
業
も
行
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
学
び
の

機
会
創
出
や
興
味
関
心
の
発
掘
に
向

け
て
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
効
果
的

な
学
び
の
方
法
を
検
証
し
ま
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
支
援
も
検
討
中

多様な学びの選択肢を用意し、
一人一人の子どもが自分らしく
成長できる環境づくりを、
県全体で進めています。

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

S
O
S
を
出
せ
る
よ
う
な
教
育
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
が
そ
の

S
O
S
に
気
付
き
丁
寧
に
対
応
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
の
多
く
の
学
校
で
は
、
1
人

1
台
端
末
を
活
用
し
た
心
の
健
康
観

察
ア
プ
リ
を
導
入
。
こ
れ
は
、
朝
の

時
間
に
「
今
日
は
こ
ん
な
気
分
」「
先

生
に
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と

い
っ
た
こ
と
を
ボ
タ
ン
1
つ
で
表
現

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
見
逃
し
が
な

い
よ
う
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
対
応

の
取
り
組
み

　

県
は
、
行
政
関
係
者
と
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
関
係
者
に
よ
る
連
携
会
議
を

年
3
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

か
ら
は
、
従
来
別
々
に
開
い
て
い
た

会
議
を
統
合
し
、
同
じ
場
で
情
報
交

換
を
行
う
体
制
に
変
更
。
子
ど
も
た

ち
の
様
子
や
学
校
と
の
連
携
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
よ
り

効
果
的
な
支
援
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
で

支
援
体
制
を
強
化

新
た
な
学
び
の
場
創
出
へ

不登校は決して
恥ずかしいことでは
ありません。
家庭内で抱え込んで
悩むのではなく、気軽に
相談してみてください。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
S
S
W
）は
、家
庭
と
医
療
機
関
や

福
祉
機
関
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。県
内
に
は
現
在
、15
人

の
S
S
W
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
は
大
幅
な
増
員
を
進
め
ま
す
。配

置
の
ね
ら
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

い
じ
め
、暴
力
行
為
と
い
っ
た
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
や
不
登
校
の
背

景
に
は
、児
童
虐
待
や
貧
困
と
い
っ

た
家
庭
環
境
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
学
校
だ
け

で
は
解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
は
増
え

る
ば
か
り
で
す
。S
S
W
の
増
員
に

よ
っ
て
学
校
の
負
担
が
軽
く
な
れ
ば
、

先
生
た
ち
は
き
め
細
か
な
指
導
に
専

念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

大
幅
に
増
員

［問い合わせ先］ 特別支援教育・児童生徒支援課 TEL 055-223-1789 FAX 055-223-1759 イラスト：宮野耕治
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2
0
2
3
年
６
月
、
県
で
は
子
ど
も

と
若
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
中
高
生
が
落
ち
着
い

て
過
ご
せ
る
場
所
に
つ
い
て
、「
図
書

館
な
ど
、
地
域
の
施
設
」
と
回
答
し
た

中
学
生
は
7
%
、
高
校
生
は
3
%
と

非
常
に
低
い
数
字
で
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
地
域
社
会
の
中
に
中
高
生
の
居

場
所
を
増
や
そ
う
と
、
県
は「
放
課
後

ク
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 「
放
課
後
カ
フ
ェ
ラ
ボ
」
は
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
甲
府
昭
和
と
、
J
R
身
延
線
・

常
永
駅
か
ら
徒
歩
5
分
の「
妙
福
寺
」

の
２
カ
所
で
開
か
れ
ま
す
。
学
習
や
交

流
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、
W
i
-F
i

設
備
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
動

画
撮
影
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、

県
内
在
住
の
中
高
生
は
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
高
生
自
身
が
運
営
や
企

画
に
関
わ
り
、
子
ど
も
自
身
が

ど
ん
な
場
所
に
し
た
い
か
を
考

え
な
が
ら
利
用
の
仕
方
や
ル
ー
ル
を

つ
く
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
食
堂
「
寺
G
O
飯
」
な

ど
を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
テ
ン
プ
ル
」
が
運
営

を
担
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
を
す
る
「
ブ
リ
コ
ル
ー

ズ
合
同
会
社
」
が
企
画
・
教
育
設

計
面
に
つ
い
て
子
ど
も
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
テ
ン
プ
ル
代
表
で
妙

福
寺
僧
侶
の
近
藤
玄
純
さ
ん
は
「
全
国

的
に
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る
政
策

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
〝
学
び
〟
を

付
与
す
る
の
は
珍
し
い
試
み
で

す
。
単
な
る
遊
び
場
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
げ
る

〝
中
高
生
の
た
め
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア
〟

の
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
場
所
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
放
課
後
カ
フ
ェ
ラ
ボ
」に
は
、
運
営

を
支
援
す
る
団
体
や
、
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
常
駐
し
ま
す
。
近
藤
さ
ん
は

「
中
高
生
が
年
上
の
人
と
フ
ラ
ッ
ト
に

意
見
交
換
が
で
き
る
こ
と
も
『
放
課
後

カ
フ
ェ
ラ
ボ
』
だ
か
ら
こ
そ
。
家
庭
や

学
校
で
は
話
し
に
く
い
思
春
期
の
悩
み

を
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
放
課
後
カ
フ
ェ
ラ
ボ
」は
モ
デ
ル
事

業
で
す
。
２
カ
所
の
運
営
で
得
た
知
見

や
成
果
を
、
県
内
の
市
町
村
に
共
有
し
、

県
は
今
後
、
県
全
域
で〝
中
高
生
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
〟
を

広
め
て
い
く
考
え
で
す
。

カ
フ
ェ
ラ
ボ
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
で

開
か
れ
た
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

県
内
在
住
の
高
校
生
８
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

東
京
の
Ａ
Ｉ
企
業
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｄ
」
の
岡
田
光
了
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
を
教
え
、「
み
ん

な
で
、『
放
課
後
カ
フ
ェ
ラ
ボ
』
の
ロ
ゴ

を
つ
く
ろ
う
」
と
提
案
。
高
校
生
８
人

は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
「
居
心
地
の
良
い
場
所
の
キ
ー

ワ
ー
ド
」
を
付
箋
に
書
い
て
い
き
ま
し

た
。「
漫
画
が
あ
っ
た
ら
い
い
」「
ゲ
ー

ム
が
あ
る
場
所
」「
勉
強
が
で
き
る
場

所
」
…
…
。
書
き
出
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
を
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
に
入
れ
て
、
イ
ラ
ス

ト
の
ロ
ゴ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
１
年
の
男
子
生
徒
は

「
友
だ
ち
と
集
ま
れ
る
場
所
が
な
い
の

で
、
い
ま
は
学
校
が
終
わ
る
と
家
に
帰

る
し
か
な
い
。
み
ん
な
が
ふ
ら
っ
と
寄

れ
る
〝
家
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
場
所

〟
に
し
た
い
」。
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
参

加
し
た
と
い
う
高
校
３
年
の
女
子
生
徒

は
「
普
段
は
話
す
機
会
が
な
い
他
校
の

人
た
ち
と
も
話
せ
る
。
居
場
所
を
み

ん
な
で
つ
く
れ
る
な
ん
て
ワ
ク
ワ

中高生の居場所
「放課後cafélab」が

オープン
中高生にとって放課後に安心して過ごせる場所は多くありません。
ゲームセンターやカラオケは楽しいけれどお金がかかる――。

かといって、一人で家に帰るのも寂しい――。
そんな声に、県はモデル事業として、

「放課後cafélab（カフェラボ）」を昭和町にオープンしました。
多くの仲間と交流できる「居場所」です。

※開催場所と日時は
県のホームページから
確認できます

みんなで「どんな居場所に
したいか」を考えるワーク
ショップ。学生たちは思い
浮かんだアイデアを付箋に
書いていきます。「山梨」「友だち」などキー

ワードを入力すると一瞬で
イラストのロゴを生成して
くれるAIアプリを活用。

一般社団法人ソーシャルテ
ンプル代表で妙福寺僧侶の
近藤玄純さん。日頃からこ
ども食堂の運営などを通し
て子どもたちとコミュニケ
ーションをとっています。

「こんなデザインがいいんじゃ
ない？」とAIアプリでつくった
ロゴを見ながら話し合う学生
たち。その様子を近藤さんはそ
っと見守っていました。

ワークショップの講師を
務 め た 株 式 会 社
STANDARDの岡田光了
さん（写真中央）はAI活
用支援の専門家として全
国で研修を実施。学生た
ちにAIの使い方をわかり
やすく説明していました。

ワークショップの最後に、それぞれ
のチームがつくった「放課後カフェ
ラボ」のロゴを発表しました。

初めて会った人ともワーク
ショップの作業をしながら
自然と会話がはずみます。

ブリコルーズ合同会社
の代表を務める石田奈
津子さん。放課後カフ
ェラボの企画などに携
わっています。［問い合わせ先］ こども福祉課 TEL 055-223-1459 FAX 055-223-1509
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幸
せ
を
も
ら
っ
て

生
き
て
い
る

る
人
た
ち
が
い
た
。
だ
か
ら
自
分
も
そ

う
い
う
人
を
見
か
け
た
と
き
は
放
っ
て

お
け
な
い
。

あ
る
日
、
子
ど
も
食
堂
に
80
代
の

男
性
が
ふ
ら
っ
と
入
っ
て
き
た
。「
カ

レ
ー
の
い
い
匂
い
に
つ
ら
れ
て
…
…
」。

男
性
は
認
知
症
で
、
家
で
は
レ
ト
ル
ト

カ
レ
ー
を
食
べ
て
い
る
と
話
し
た
。
後

日
、
そ
の
男
性
が
福
祉
施
設
に
入
所
す

る
前
に
え
び
ね
に
招
待
し
、
笑
顔
で
カ

レ
ー
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

毎
月
第
3
金
曜
日
の
夕
方
、
南
ア
ル

プ
ス
市
に
あ
る
桃
の
丘
団
地
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
地
域
の
子
ど
も
や
お

年
寄
り
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で

ご
飯
を
食
べ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ

ー
と
サ
ラ
ダ
と
デ
ザ
ー
ト
。
大
人
3
人

が
入
る
と
い
っ
ぱ
い
に
な
る
施
設
の
キ

ッ
チ
ン
で
、
毎
回
80
～
1
0
0
食
を
用

意
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
開
催
日
の

1
週
間
前
か
ら
複
数
の

ス
ー
パ
ー
を
ま
わ
っ
て

材
料
を
集
め
た
り
、
当

日
の
朝
か
ら
下
ご
し
ら

え
を
し
た
り
と
忙
し
い
。

　

さ
ぞ
大
変
な
の
で
は

―
―
。
そ
う
聞
く
と
、

「
子
ど
も
食
堂
え
び
ね
」代
表
の
鈴
木
圭

子
さ
ん（
68
）は
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
が
『
今
日
の
デ
ザ
ー
ト

は
何
か
な
？
』
と
小
学
校
で
話
題
に
す

る
ほ
ど
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
う
れ
し
い
ん
で
す
」

鈴
木
さ
ん
が
夫
の
病
気
や
親
の
介

護
で
困
っ
た
時
に
そ
っ
と
助
け
て
く
れ

く
て
、
子
ど
も
の
問
題
に
関
わ
る
講
習

会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
通
っ
た
。
２
０
１
９

年
に
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る
「
桃

の
丘
子
ど
も
を
見
守
る
会
」
を
設
立
。

そ
れ
が
現
在
の「
子
ど
も
食
堂
え
び
ね
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

「
こ
の
活
動
が
で
き
る
の
は
、
支
え
て

く
れ
る
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
た
ち

が
い
る
か
ら
こ
そ
。『
え
び
ね
の
た
め

な
ら
』
と
野
菜
を
提
供
し
て
く
れ
る
農

家
の
方
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
く

れ
る
方
も
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
周
り
か
ら
幸
せ
を

も
ら
っ
て
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

誰
か
が
困
っ
て
い
た
ら
手
を
差
し
伸

べ
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
て
も
相
手
に

伝
わ
ら
な
い
と
き
も
あ
る
。
お
せ
っ
か

い
だ
と
言
わ
れ
て
心
が
折
れ
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、
そ
ん
な
時
に

心
の
支
え
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。

「
涙
ま
た 

涼
し
よ
生
き
て 

あ
り
に
け

り
」

　

ハ
ン
セ
ン
病
と
闘
っ
た
俳
人
・
村
越

化
石
の
句
だ
。
深
い
悲
し
み
に
と
ら
わ

れ
ず
、
自
分
の
人
生
を
生
き
て
い
く
。

こ
の
句
の
お
か
げ
で
、鈴
木
さ
ん
は「
何

近
所
の
お
年
寄
り
が
住
む
家
の
前
を

通
る
時
も
、
声
掛
け
を
し
て
様
子
を
気

に
か
け
る
。
大
き
な
困
り
事
が
起
き
る

前
に
、
自
治
体
や
病
院
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
あ
る
日
の
こ
と
、
鈴
木
さ
ん
が

朝
の
通
学
路
で
子
ど
も
の
見
守
り
を
し

て
い
る
と
、
一
人
の
小
学
生
が
フ
ラ
フ

ラ
と
歩
い
て
く
る
の
を
見
か
け
た
。
事

情
を
聞
け
ば
「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い

な
い
」
と
言
う
。
服
装
が
1
週
間
変
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
気
付
い
た
。
そ

れ
か
ら
毎
朝
、
鈴
木
さ
ん
は
そ
の
子
の

た
め
に
お
に
ぎ
り
を
握
っ
た
。

　

休
日
は
子
ど
も
を
集
め
て
、
エ
コ
パ

伊
奈
ヶ
湖
や
美
術
館
に
連
れ
て
行
く
こ

と
も
あ
る
。
子
ど
も
食
堂
で
も
、
防
災

学
習
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭

の
事
情
を
抱
え
た
子
ど
も
を
間
近
で
見

て
き
た
鈴
木
さ
ん
は
、「
み
ん
な
に
楽

し
い
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
自
分

の
環
境
が
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気

付
か
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る
か
ら

…
…
」
と
静
か
に
語
る
。

始
め
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ご
く

普
通
の
専
業
主
婦
だ
っ
た
が
、
幼
少
期

の
食
生
活
や
経
験
の
大
切
さ
を
伝
え
た

か
が
吹
っ
切
れ
た
」と
話
す
。

「
い
つ
か
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
信
じ

て
、
悲
し
い
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る
人
々
が
、

同
じ
食
卓
を
囲
む
こ
と
で
地
域
社
会
の

つ
な
が
り
を
育
む
―
―
。
そ
の
理
念
に

共
感
し
た
長
崎
知
事
が
、
今
年
6
月
の

県
議
会
で
え
び
ね
の
活
動
に
つ
い
て
触

れ
た
こ
と
も
励
み
に
な
っ
た
。

　

昨
年
は
入
院
も
経
験
し
た
。
体
力
が

も
た
な
い
の
で
は
と
弱
気
に
な
っ
た
。

で
も
仲
間
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て
活
動
を

続
け
る
。「
私
は
人
の
役
に
立
つ
高
齢

者
に
な
り
た
い
ん
で
す
」。
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
ま
だ
あ
る
は
ず
だ
か
ら
。

［
連
載
］

未
来
を

懸
命
に
志
す

県
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

お
せ
っ
か
い
と

言
わ
れ
て
も

「おいしかった」「また食べたい」と
子どもからのメッセージ

慎二さん（中央）とスタッフの吉野かな江さん（右）と共に
思い出を語る鈴木さん

鈴木さんは 8年間、登下校する子どもの見守りを続けている

活動の記録写真は夫の
慎二さんが撮影している

南
ア
ル
プ
ス
市
で

子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る

鈴
木
圭
子

そ
の
女
性
が
自
宅
の
庭
に
植
え
た
山
野
草
の

「
海
老
根︵
エ
ビ
ネ
︶」は
、年
に
一
度
、可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
。

自
身
が
主
宰
す
る「
子
ど
も
食
堂
え
び
ね
」に
集
う
子
ど
も
た
ち
に
、

「
エ
ビ
ネ
は
季
節
の
小
さ
な
草
花
と
一
緒
に
咲
く
か
ら

キ
レ
イ
な
ん
だ
よ
」「
大
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
人
間
も
同
じ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う
ね
」

そ
う
語
り
か
け
て
い
る
。

お
い
し
い
ご
飯
を
提
供
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

誰
か
が
困
っ
て
い
る
時
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。

そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
る
。

一
緒
に
食
べ
て
、

地
域
と
つ
な
が
る

甲府市生まれ。学校卒業後
は山梨中央銀行に勤務

1957

慎二さんと結婚
1991

民生委員の主任児童
委員に任命される

2018

子ども食堂えびねを
立ち上げる

2023

S
u

z
u

k
i K

e
ik

o

　県内には 59カ所※の子ども食堂があり、県
は「食」を通じて地域住民が交流できる場を
支援している。困難な状況にある子どもや高
齢者、外国人、シングルマザーなどが地域住民
と信頼関係を築き、相談できる環境が必要だか
らだ。県は市町村と連携し、子ども食堂のよう
なコミュニティの場を全県に広めることで、悩
みを抱える人をいち早く支援につなげること
にしている。 ※2025年7月22日時点
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コーヒーちゃん

笛吹市にある「古今亭」で「ラー
ほー」を食べました。醤油ベース
のスープで麺はもちもち。他のお
店のラーほーも食べてみたい！

笛吹市のソウルフード

早川町湯島の渓流で初めてのルアー
フィッシングを体験しました。今回は
釣れなかったけど、自然の中に溶け込
める楽しい 1日でした。

釣れるかな？

 F U
R E

A I

 SQUARE
ふれあい
スクエア

釣心

応援団A

甲府市にあるJITリサイクル
インクスタジアムで地元サッ
カークラブ「ヴァンフォーレ
甲府」の試合があり、多くの
観客の前で花火が打ち上が
りました。J1昇格に向けて、
後半戦も頑張れ！

目指せJ1

カベルネ

甲府駅北口よっちゃばれ広
場で開催された山梨ワインの
飲み比べイベント「蔵出しワ
インバー」に参加。昼間から
おいしいワインが飲めて、に
んまり笑顔でした。

山梨ワインが
大集合

あんぽんゆづ

甲府市の東側では 7 月上旬頃から露
地栽培のデラウェアが出荷されます。
85歳の母は我が家の主戦力。普段は
杖をついて歩くのに、畑の中では重い
籠も平気で持てるのが不思議です。

85歳が大活躍

tanaket

田植えが終わった中野の
棚田（南アルプス市）と
富士山を撮影した 1 枚で
す。澄んだ空にとても穏
やかな気持ちになりました。

これぞ
日本の原風景

P H O T O S P A C E

あなたが撮った写真を
「ふれあい」に掲載しませんか？ 
皆さんのとっておきの1枚、
お待ちしています！

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
県
政
に
関
す
る

疑
問
・
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
の
質
問
は
、こ
ち
ら
で
す
。

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

［問い合わせ先］スポーツ振興課　TEL 055-225-3942　FAX 055-223-1786やまなしパラスポーツセンターイラスト：宮野耕治

誰もが使いやすい広くて機能的なトイレ
あらゆる競技に対応
した多目的体育館

Q & A
S P A C E

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
、

障
害
者
に
使
い
や
す
い
工
夫
を

凝
ら
し
た
冷
暖
房
完
備
の
施
設
で
す
。

健
常
者
も
利
用
で
き
ま
す
。

今
年
オ
ー
プ
ン
し
た

や
ま
な
し
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
は

ど
ん
な
施
設
で
す
か
？

Q　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ
や
更

衣
室
、
車
い
す
の
ま
ま
入
れ
る
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
音
声
案
内

や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
聴
覚
障
害
者

の
た
め
の
非
常
用
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ

ト
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
の
で
安

心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
の
は

ど
ん
な
点
で
す
か
。

Q

こちらから
どうぞ！

やまなしの魅力は
もっともっとあるはず！

「ふれあいスクエア」では、県民の皆
さんからの写真を募集しています。次
号 vol.87（冬号）では、皆さんの「お
正月」写真を募集します。自慢のおせ
ち料理や、初詣の場所など。撮影した
ときのエピソードを添えて、ぜひ教え
てください。また、県の取り組みにつ
いてのご質問もお待ちしています。

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
ま
す
か

Q　
も
ち
ろ
ん
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内

に
は
専
門
知
識
が
あ
る
「
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
」
が
常
駐
し
て
い

る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
時

は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。ス
タ
ッ

フ
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
対
戦

相
手
に
も
な
り
ま
す
よ
。

一
人
で
も

利
用
で
き
ま
す
か

Q 　
車
い
す
バ
ス
ケ
や
ボ
ッ
チ
ャ
、
サ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
な
ど
の
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
他
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
ま
す
。
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
参
加
で
き
る

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し
、
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

四川省と交流40周年
生徒たちが山梨を満喫

笛吹市にあるフルーツ農園で記念撮影をし
ているのは、中国・四川省から来た青少年
交流訪問団の中高生 10 人です。山梨県と四
川省とは姉妹友好県省を締結して 40 周年に
なります。一行は、山梨のフルーツを堪能
した後、甲陵高校 ( 北杜市 ) を訪れて茶道な
どの日本文化を通じて交流を深めました。

表紙のヒトタチ。

お
答
え
し
ま
す

齋藤 博道
スポーツ振興課 主任

センターの
情報はこちら
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や
ま
な
し
県
政
ニ
ュ
ー
ス

“
い
ま
”を
お
届
け
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
ら

山
梨
の
魅
力
を
再
発
見

交
流
会
開
催

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

国
内
初

ブ
ド
ウ
の
選
果
機
実
証
開
始

品
質
の
安
定
を
目
指
す

内初となる光センサーと人工知能（AI）を組み
合わせたブドウ選果機の実証機が完成しました。

これにともない、県と JA全農やまなしなどをメンバ
ーとした「ぶどう房選果実証運用コンソーシアム」は
7月15日、選果機を設置した JAフルーツ山梨日川共
選所（山梨市）で、関係者を集めてセレモニーを開き
ました。
　現在、農家が出荷した箱ごとに等級を決めているた
め、同じ箱に詰められたブドウの中でも品質にばらつ
きが生じることがあります。選果機は、房ごとに光セ
ンサーで糖度を測定し、AI が果粒の大きさや着色、
房の形状などを解析して選別します。実用化すれば、
安定した品質のブドウを市場などへ流通させることが
できます。
　実証では各 JAからブドウを持ち寄り、光センサー
で糖度を測定し精度を高めるとともに、AI に学習さ
せます。当面は輸出用を中心にモデル的に取り組み、
４～５年先の実用化を目指します。
　県は、他のブドウ産地との差別化や競争力を高め、
生産者の所得向上につなげていきます。

0
1

02

高
付
加
価
値

火
山
防
災
対
策
強
化
へ

23
都
道
県
が
一
致
団
結

国梨県が火山災害警戒地域に指定されている23
都道県に呼びかけて結成した、火山防災強化推

進都道県連盟（連盟代表幹事・山梨県）は7月23日、
全国知事会に合わせて青森県で今年度の総会を開催し
ました。
　総会では、国に対して火山の噴火予測・前兆現象な
どの監視・観測体制の強化や火山専門人材の育成・確
保に関する支援、大規模降灰対策の具体的な検討など
を求めていくことを確認しました。また、本県の富士
山科学研究所・藤井敏嗣所長が大規模噴火に伴う降灰
対策について説明しました。
　総会で長崎知事は「火山防災対策は、ようやくスタ
ートラインに立った段階。これからも23都道県が一
致団結して、国と役割分担をしながら、強力に取り組
みを進めていく」とコメントしました。

山 梨県は8月20日、赤坂プリンスクラシックハ
ウス（東京都千代田区）で、県にゆかりのある

インフルエンサーや企業・団体関係者などを招いた交
流イベント「♯やまなしミートアップ」を開催しました。
　多くの人の考え方や行動に多大な影響力を持つイン
フルエンサーなどを通じて県の魅力を発信するため、
最新情報を紹介するブースを設置したほか、県産の食
材を使用した料理やお酒を提供しました。
　会場では、約100人の参加者に日本酒やワインの
ほか、オリジナル品種のブドウ「サンシャインレッド」
や奨励品種の米「にじのきらめき」、ブランド牛肉「甲
州牛」やオリジナルのブランド魚「富士の介」を使っ
た料理などを堪能してもらいました。
　県が推進する「富士トラム」や「やまなしモデル
P2Gシステム」の紹介、郡内織物を使った夏服「かい
くーる」も展示しました。長崎知事は「山梨の魅力を
再認識していただいて、さらに山梨を好きになっても
らい、その魅力を発信していただきたい」と呼び掛け
ました。

山

戸籍の
ふりがな届出
便乗した詐欺に注意
　改正戸籍法施行により、戸籍に氏名のふりがなを記載
する新しい制度が始まりました。本籍地の市区町村から
戸籍に記載される予定のふりがなが通知されます。ふり
がなが誤っている場合は届出が必要になりますが、届出
にあたって金銭を支払うよう要求されることはありません
ので注意しましょう。

● 届出に手数料はかかりません。
● 届出をしなくても罰則や罰金はありません。 

届出をしない場合は通知された氏名のふりがなが 
戸籍にそのまま記載されます。

困ったら下記にご相談ください。
山梨県県民生活センター

055-223-1523☎︎
消費者ホットライン　

（いやや）※全国共通188☎︎
（最寄りの市町村や県の消費生活相談窓口をご案内します）

総会で発言をする長崎知事

山梨を拠点に活動する村上しずかさんが考案したオリジナルのフルーツ
カッティングも実演された

お披露目されたブドウの選果機

0
3

防
災
対
策

魅
力
発
信

県民生活センターでは、ホームページ
などで消費者トラブルを未然に防ぐた
めの情報を発信しています。

交流会で談笑
する参加者






